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作家の住まい・作家の家 （コロナブックス・平凡社）❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

                   ■ 作家の住まい < 作家が長年暮らした住まいを紹介 > 

                    北杜夫・・・・書斎から草むらまでどくとるマンボウ共和国。 

                    永井荷風・・・日和下駄の音がする荷風散人の終の住処。 

                    川端康成・・・鎌倉の緑に囲まれた平屋建て瓦葺きの日本家屋。 

                    藤田嗣治・・・絵から抜け出したようなパリ近郊のアトリエ。 

                    安井かずみ・・自由で優雅でオシャレ 川口アパートのひとり暮らし。 

                    堀田善衞・・・雑木林の夏の家 窓の外には胡桃の木。 

                    秋岡芳夫・・・増改築を繰り返した目黒の生活実験室。 

                    武満徹・・・・浅間山麓のピアノ部屋にひとり籠もって曲を作った。 

                    塔本シスコ・・スーパーおばあちゃんのアトリエは団地の四畳半。 

                    吉井忠・・・・オブジェの宝庫 池袋モンパルナスの家。 

                    石津謙介・・・服も家も自分らしく ＶＡＮ創立者の実験住宅。 

                    大島渚・・・・主屋三三畳に書斎十七畳 雨戸と障子が三二枚。 
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 ■ 作家の家 < 小説家、アーティスト、写真家、建築家など 15 名の個性あふれる住まいを取材 > 

  吉田健一・・・毎朝、家中の鐙戸を開け犬の散歩に出かけた。 

  山口瞳・・・・雑木林で落ち葉掃き。江分利満氏の変奇館。 

  澁澤龍彦・・・鎌倉の緑の中に佇むドラコニア。 

  立原道造・・・没後六五年にして実現、ヒアシンスハウス。 

  植田正治・・・おもちゃ箱のような家は撮影舞台にもなった。 

  清家清・・・・名作「私の家」は風通しの良いワンルーム。 

  井上靖・・・・書庫には収まらず居間も廊下も本棚が並ぶ。 

  有元利夫・・・下町界隈の中世の香りがする家。 

  高田喜佐・・・潮騒にカンパイ！海のそばの週末の家。 

  熊田千佳慕・・花や虫と会話する「埴生の宿」。 

  石井桃子・・・月桂樹が目印、自宅に作った子ども文庫。 

  種村季弘・・・ミカン畑に囲まれて居間には怪しい招き猫も。 

  岡部伊都子・・細部に手仕事が残る昭和初めの京の家。 

  釘宮対宕・・・愛鷹山のアトリエは天井高五メートル。 

  長沢節・・・・屋根裏部屋の住人はシングルライフの達人。 
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 ■本の構成は、多くの写真（すまい・当時の作家の様子・小物・書棚）、作家本人の住宅観、作家ゆかりの人物に

よる思い出話など。作家の愛した小物が可愛いらしいものばかりです。永井荷風の愛した傘と下駄…。「作家の住ま

い」の方には、小さな森の家（吉村順三の山荘）を同じ軽井沢の地で、そっくりつくりたいと思った作家・中丸よし

えさんのエッセイもあります。いずれも鈴木基紀氏（建築家）による実測図・解説付なのがうれしく、家具や外まわ

りの樹種まで記載してあります。堀田善衞邸の鈴木さんの解説は、「かつて石切り場だった斜面地にはおおきな石が

ゴロゴロ転がっている。敷地から採掘された石により築かれた基壇はまるで地面から湧出してきたかのようです。・・

新たに増築された書斎には、母屋同様の屋根がかかり、兄弟のように寄り添っています。」 自由貸出可（黒野） 

 

 


